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バイオインフォマティクスとは、コンピュー

ターを使って生命現象を研究する学問

です。実験による研究と比較すると、多

様なデータを網羅的かつ統合的に解析

できること、異なる生物種を系統的に比

較解析できること、そして実験事実と計

算による予測を融合できることが、大き

な特色です。研究対象は広範ですが、

本研究室では、特に、生体内に存在す

る分子たち（遺伝子、タンパク質、低分

子化合物、糖鎖分子など）の相互作用

ネットワークについて、実験的に確かめ

られた知識をコンピューターで表現し利

用するための技術開発とその実用化を

行っています。また、ゲノム構造そのもの

や遺伝子の持っている機能を予測した

り、タンパク質分子の相互作用ネットワ

ークを予測したりする研究も行っていま

す。本研究室の成果は、ゲノムネット（ゲ

ノム解析向けのインターネットサイト）を

通じて広く世界に公開されており、これ

までも高い評価を得てきました。今回の

展示では、このような研究を通して、コン

ピューターの中に描き出された生命の様

子を、紹介したいと思います。
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ヒトと大腸菌は、どう違う？体長でい

えば、100万倍。大腸菌には、目も無

く、手も無く、脳も無い。ゲノムの大

きさでも1000倍。面白いことに、遺

伝子数では4倍しか異ならない（ゲノム

プロジェクトによる大発見！）。で、大

腸菌のゲノムには遺伝子がぎっちりつ

まっているのに、ヒトのゲノムでは遺

伝子がスカスカだ。でも、遺伝子が

RNAを作り、そのRNAがタンパク質

を作り、そのタンパク質が機能するの

は、ヒトでも大腸菌でも一緒だ。昔、

賢人は「大腸菌で正しいことは象（ヒ

ト）でも正しい」と言ったけれど、それ

はそういうこと。ところが最近、ヒトの

ゲノムから機能のわからないRNAがた

くさん読まれていることがわかってき

た。もし、このRNAに機能があれば、

ヒトゲノムでも遺伝子がぎっちりつま

っていることになる。でも、そうなれ

ば、ヒトと大腸菌はひどく違うことに

なる。大腸菌ではわからない、ヒトゲ

ノムの世界の始まりかな？
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